
夏が四季の中で一番好きだった
みんなの広場

平 成 ９年

５月31日( 土) ～ ９月28日( 日)〈私の〉夏展
「昔は夏 が一番好 きな季節だった。海も川も近いし、夏休みもあっ たから。」と香 月は言っ てい た。「二人座像」

（美大卒業制作） に始 まり、「石と壷」「釣り床」「祖父」等、夏 の自然 と人の生命力 に溢れる作 品を制作した。
戦後は、画家 の描 きたい感性を触発するモチーフ「風」「牡牛」「水浴」「盥舟」「遊 泳」等 を大胆で大ら かな画

面に仕上げた。透明で特異な光を満ち、温かさが伝 わってくる。こうし た絵 を貪欲にキュービ ックな表現で制作し、
豊かな色彩画家 とい われた。

黒 を主体 に独 自の画風 を確立 した晩年は、「水浴 にも興味が
なくなり、しめっ ぽい潮風が きらい になっ た。 ただ日照時 間が
長いので余命が短 くなった私には、 一日一 日が長 く感じら れて
あ りがたい。」 と制作の貪欲さをつのらせ、「蝉 の声 を聞 きなが
ら汗 をふ きふ き仕事場 にい ると、生 きた実感 が わく。」 と言っ
て猛烈に仕事をした。

独自の様式 に到達し た香月の絵は、日本の夏 の風物 を単純化
し、その単純化 を高 めて見事 なフ ォルムで躍動感 を描 き出し た。
昆虫、動物、 魚介類、花 など、そこには詩人的 要素の強い香月
の面目が躍如としている。

今回は初期から晩年 までの、香月の夏 の作品 をご ゆっ くりお
楽しみ下さい。

香 月 泰 男 ス ケ ッ チ 集

( モロッ コ・グランカ ナリヤ篇) 発売中

〈私の〉旅モロ ッコグランカナリヤ展( 2/ 8 ～5/ 25) に関連して、
スケッチ小 品集( モロ ッコ･ グランカナリ ヤ篇) を発売し てい ます。

｢闘牛｣ を中心に、モロ ッコの風物や花を描い たもので、１セッ
ト12枚 を1. 200円で販売していて、その額縁 も準備しております 。

記念品や贈り物 としてご利用下 さい。蝸牛( 45. 0× 33. 0) 1964年（版画）
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